



















































































































































児童合唱団MIRACULUMの リハ ーサ ルが行 われた｡ 学校 児 童 の見 学 者 約 40名 が参加 したo 指 導 者 は,
団員 は,約 1(JO名 で,45分 の リハーサ ルの前 半 は, 発声 の説明 を交 えなが ら, リハーサルを進めていっ
発声指導,後半 は合唱 曲 3曲の練 習が行 われたO リ た｡発声練習 は, ソル ミゼ- シ ョンの移動 ド唱法 と














do sol mi re do do
･ピアノにより二長調のⅠ度の和音が与えられた後,ソルミゼ-ションdoで主音を発声｡ピッチを全体であわせる｡
′ヽ /lT＼
do re mi re mi ypdo do re mi re mi re do
･ソルミゼ-ションdoで開始｡開始音は全音で上行し,下行する｡ 1点口音より母音Aと0を交互に繰り返す｡開始音 2点
嬰ハよりアル トはオクターブ下にFげて,ソプラノとユニゾンで歌唱｡開始音 1点二から2点二までO
dore m t fasolfamiredosolmido doremifasoLfamiredosolmido
ソ)i,ミゼ-ションdoで開始.音階練習に5度音程と3度音程の組み合わせ｡開始fJl1点/､より2点ハまでG
domisoldosolmi do do misoldosolmi do
･ソルミゼ-ションdoで開始｡ 1オクターブの音域で3度のアルペジオ｡開始音 1点ハより1点イまで｡
A ha ha ha ha 0 ho ho ho ho I hi hi hi hi
･ソルミゼ-ションdoで開始｡腹筋の練習｡開始音 1点ハより2点二まで｡A-ha-ha-ha-ha,0-ho-ho-ho-h0,等母音にhをつ
けて行う｡
haha ha ha 0
指導者 :発声は､短い音を歌ったり.長い書を歌ったり.高い書から低い音まで声を使います｡
























































































機関 移動ド唱法 ハンドサイン 対象授業等 ■視察年
KodAly Zoltan Enek-ZeneiAtaanosⅠskola(ノ､ンガリー .ケチケメート市)○ (完全) ○ (完全) 合唱授業 2007
UniVersityElementarySchool(米国.インディアナ州) ○ (不完全) ○ (不完全) 音楽授業 2004
A中学校 (群馬県) △ △ 音楽授業 .部活 2008
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(発声 1- 4)｡次に,スタッカー トによる発声で,





































































































































































謡はその 4分の 1を占めている (音楽教科書
ENEKIZENE(5)を参照)｡
12)和田みのり,息の流れと共鳴についての実践的
考察,日本声楽発声学会誌32号,2003,p.39.氏
は, トマティスメソッドより,バスバンド (言語
の音声成分が一番多く含まれている周波数帯域)
について,世界の言語で比較したグラフを提示し
ている｡
13)自分たちを最高の状態に持っていきたいときに
行う心理的ウオーミングアップ｡
14)さまざまな要因からくる身体の緊張の緩和,か
らだがもつ治る力 (自然の秩序),調和のとり方
を志向する身体技法である (原田奈名子,からだ
と心をほぐすボデ ィワーク,女子体育vo142,
No.4,2000,p54.より)｡
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